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       「作業」 試験概要 

 

 

テーマ 小学校に通うときに、一緒に連れていきたい「想像上の生き物」とそれをしまう「カバン」を作る。 
 

 

材料 

学校が用意するもの： 画用紙・折り紙セット・お手拭き 

家庭から持参するもの： スティックのり・ハサミ・クレヨン（12色） 

 

 

発問・作業の流れ 

「子どもにだけ見える不思議な生き物」と「生き物を入れるカバン」を作ることを伝える。 

 

指示① 「カバン」の絵を描く 

画用紙を指示の通りに折りまげ、指示された場所に、「カバン」の絵をクレヨンで描く。 

 

指示② 「生き物の絵を描き、画用紙に貼る」 

「子どもにだけ見える不思議な生き物」を、好きな色の折り紙に描く。 

描き終わったら、周りを丸くハサミで切って、開いた画用紙の真ん中に、のりで貼り付ける 

貼り付けた生き物に、色を付ける（クレヨンで塗る or違う色の折り紙を切り貼りする） 

 

指示③ 「片付け」 

切った折り紙をゴミ箱に捨てる。 

お家から持ってきた、はさみ・のり・クレヨンと余ったきれいな折り紙をかばんの中にしまう。 

汚れてしまった手や机をお手拭きできれいにする。 

 

 



「運動」 試験概要 

 

方法： ①～④の順に運動のやり方を説明しながら、模範を示した後、全員が 1回練習を行う。 

      各自が１回練習をした後、本番の試技を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明： 

おはようございます。運動のやり方を話します。お手本を見ながらよく聞いて下さい。 

（説明に合わせて模範を示す） 

 

①はじめに、忍者くぐりです。マットの上にねっころがり、おなかをマットに付け、よーいスタートの合図で、ゴ

ム紐の下をぶつからないようにくぐりましょう。ゴールの白いテープにタッチしたらゴールです。 

 

②つぎは、ゆうびんやさんです。先生の縄に合わせて、なわを 8回数える間、つづけてとびましょう。 

ひっかかっても、気にせず続けてとびましょう。 

 

③つぎは、ドリブルシュートです。よーいスタートの合図で、ボールを両手で 5回つづけてドリブルしながらゴ

ールの線まで進みましょう。線までいったら、かごにシュートしましょう。 

 

④最後はバランス歩きです。白いテープの前に立ちます。「よーい、スタート」の合図で、平均台に乗り、筒を

よけながら落ちないようにわたって下さい。平均台の先にあるテープにおりたらゴールです。 

終わったらここに戻ってきて、順番に並んで待っていてください。 

④バランス歩き 

障害物が３つある 

平均台を進む 

①忍者くぐり 

腹ばいになりながら、 

ゴム紐の下をくぐる。 

②ゆうびんやさん 

担当が縄を回し、 

8回連続で跳ぶ。 

③ドリブルシュート 

ボールを両手で 5回ドリブルをしてすすむ。 

（スタート位置からゴール位置まで移動する） 

そのあと、かごにシュートする。 



「行動観察」 試験概要 

 

テーマ： 「伝言ゲーム」  ～相手に正確にものごとを伝えよう～ 

 

概要：「伝える人」と「作る人」にわかれ、「伝える人」が指示を出した通りに「作る人が」動いたり、 

「作る人」が「伝える人」に質問したりして、写真で提示された造形物をつくる。 

対戦形式とし、早くできたほうが勝ちとする。 

 

試験の流れ： 

①伝言ゲームの概要を説明する。 

２つのチームに分かれ、さらに各チームで「伝える人」と「作る人」に分かれる 

伝える人…渡された写真をみて、作る人が同じものを作れるように指示を出す。 

          口頭もしくは身振り手振りで指示を出す。（写真を見せてはいけない） 

  作る人…伝える人の指示に従い、物を持ってきて、造形物を作る。わからないことは伝える人に質問する。 

  ２つのチームの対戦形式とし、先に正しく造形物が作れたチームの勝ちとする。 

 

②１回戦が終わったら、「伝える人」と「作る人」を交代して、同じことを行う。 

③使ったものを片付けて作業終了。 

 

伝える人 伝える人 

作る人 作る人 

 

物 


